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在りし日の旧邑久中講堂

巻
の
三
十
四

　
今
年
７
月
、
邑
久
町
公
民
館

敷
地
内
に
あ
っ
た
旧
邑
久
中
学

校
講
堂
（
旧
講
堂
）
が
、
老
朽

化
に
よ
る
建
物
の
崩
壊
の
危
険

性
か
ら
や
む
な
く
解
体
撤
去
さ

れ
、
74
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ

し
ま
し
た
。

　
旧
講
堂
は
木
造
平
屋
で
、
壁

は
下
目
板
張
り
、
塗
装
仕
上
げ
、

屋
根
は
瓦
葺
。
外
観
の
そ
の
シ

ン
ボ
ル
的
な
塔
や
バ
ル
コ
ニ
ー

風
の
庇
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
木
造
の
日
本
建
築
の
中
に

西
洋
建
築
の
デ
ザ
イ
ン
を
積
極

的
に
取
り
入
れ
た
「
擬
洋
風
建

築
」
と
い
わ
れ
る
建
築
様
式
で

造
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
８

（
１
９
３
３
）
年
、
邑
久
高
等

小
学
校
講
堂
と
し
て
建
設
さ
れ
、

昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
に
邑

久
中
学
校
と
裳
掛
中
学
校
の
統

合
に
よ
り
現
在
の
邑
久
中
学
校

が
新
設
、
移
転
す
る
ま
で
の
46

年
間
使
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

学
校
行
事
に
使
わ
れ
た
ほ
か
に
、

戦
前
で
は
旧
邑
久
郡
20
か
村
の

徴
兵
検
査
な
ど
も
こ
こ
で
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
建
物
と

と
も
に
少
年
時
代
を
過
ご
し
た

人
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
旧
講
堂
は
戦
前
の
昭

和
初
期
か
ら
戦
中
、
戦
後
と
邑

久
地
区
の
一
つ
の
シ
ン
ボ
ル
的

な
存
在
で
あ
り
、
ま
さ
に
近
代

化
遺
産
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

建
物
で
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
今

回
の
取
り
壊
し
を
残
念
に
思
う

人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
た
だ
、
こ
う
い
っ
た
解
体
撤

去
か
改
修
、
存
続
か
と
い
う
問

題
は
こ
の
講
堂
だ
け
に
限
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
つ
い
最
近
で

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
芋
た
こ
な
ん
き
ん
」
の

ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
和
歌
山
県

橋
本
市
の
高
野
口
小
学
校
（
市

指
定
文
化
財
）
が
建
て
替
え
か

改
修
か
で
揺
れ
て
い
る
と
い
う

報
道
も
さ
れ
て
い
ま
す
（
毎
日

新
聞
平
成
19
年
８
月
28
日
）
。

こ
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
多
く

の
近
代
化
遺
産
が
選
択
を
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
、

施
設
の
老
朽
化
や

耐
震
強
度
な
ど
の

構
造
上
の
問
題
、

生
活
に
お
け
る
利

便
性
、
維
持
管
理

に
か
か
る
費
用
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
わ

た
し
た
ち
の
生
活

に
身
近
な
存
在
で

あ
る
分
だ
け
、
文

化
遺
産
と
し
て
の

価
値
が
見
過
ご
さ
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
が
大
き
い
と
言
え

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
で
は

岡
山
市
の
旧
旭
東
幼
稚
園
園
舎

（
八
角
幼
稚
園
、
明
治
41
年
完

成
）
が
国
の
重
要
文
化
財
と
し

て
指
定
さ
れ
た
り
、
津
山
の
旧

津
山
機
関
区
・
扇
形
機
関
庫
（
昭

和
11
年
竣
工
）
が
新
し
い
観
光

の
目
玉
と
し
て
活
用
さ
れ
た
り

す
る
な
ど
近
代
化
遺
産
を
再
評

価
し
、
町
づ
く
り
に
活
用
し
よ

う
と
す
る
動
き
も
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人
が

目
を
向
け
、
そ
の
価
値
を
認
識

す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
近
代
化

遺
産
に
対
す
る
評
価
も
少
し
ず

つ
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
近
代
化
遺
産
は
岡
山
県
内
で

報
告
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
も
約

１
、
７
０
０
件
。
こ
れ
は
ご
く

一
部
で
、
潜
在
的
な
も
の
は
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
一
度
、
ゆ

っ
く
り
と
住
ん
で
い
る
地
域
を

歩
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
？
　
見
慣
れ
た
町
の
中
に

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

（
注
）
近
代
化
遺
産

　
近
代
化
遺
産
と
は
「
概
ね
幕

末
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終

了
時
に
か
け
て
、
我
が
国
が
近

代
化
を
遂
げ
る
途
上
に
お
い
て
、

近
代
的
手
法
を
用
い
て
建
造
さ

れ
た
産
業
・
交
通
・
土
木
等
に

か
か
わ
る
建
築
物
・
土
木
構
造

物
」（
岡
山
県
文
化
財
保
護
協

会
編
「
岡
山
県
の
近
代
化
遺
産

―
岡
山
県
近
代
化
遺
産
総
合
調

査
報
告
書
―
」
平
成
17
年
）
な

ど
を
指
し
ま
す
。
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一
筆
一
筆
丁
寧
に

　 

「
実
用
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
」

　

大きな声であいさつ
「行幸スポーツ少年団」 

　
行
幸
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
練

習
日
。
団
員
42

人
（
男
子
26
人
、

女
子
16
人
）
が
、

元
気
な
声
を
出
し
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
同
団
の
モ
ッ

ト
ー
は
、『
大
き
な
声
で
あ
い

さ
つ
』。
練
習
中
も
大
き
な
声

を
出
し
、
お
互
い
に
励
ま
し
合

い
な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
姿
が
あ

り
ま
し
た
。「
一
人
一
人
の
子

ど
も
の
特
性
を
考
え
、
練
習
も

試
合
も
一
生
懸
命
プ
レ
ー
す
る

よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
」
と

指
導
者
の
竹
原
久
司
さ
ん
。

　
「
試
合
の
時
も
集
中
し
て
、

声
を
出
し
合
い
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
大
会
で
、

一
つ
で
も
優
勝
し
た
い
」
と
キ

ャ
プ
テ
ン
の
竹
原
昌
吾
君
（
12

歳
・
長
船
町
服
部
）。

　
同
団
で
は
、
た
だ
今
、
団
員

募
集
中
で
す
。
一
緒
に
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

★
活
動
日
時
　
▽
土
・
日
曜
日

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
　
▽

　
水
曜
日
　
午
後
５
時
30
分
〜

　
７
時
（
10
〜
３
月
は
休
み
）

★
活
動
場
所
　
行
幸
小
学
校
グ

　
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館

★
会
費
　
月
千
円

★
連
絡
先
　
竹
原
久
司
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
３
６
０
７

課題を丁寧に練習します

一球一球に集中して、バ
ッティング練習

８月の岡山県スポーツ少年団ソフト
ボール１号球交歓大会で優勝した
女子チーム

試合の時も、みんなで協力し
合ってプレーする男子チーム

みんな仲の良いクラブの
皆さん

このコーナーは、生涯学習に生き生きと取り組む皆さんを紹介し
ます。皆さんも仲間入りしませんか。

旧
邑
久
中
講
堂
と
近
代
化
遺
産

ひ
さ
し

ぎ 

よ
う
ふ
う
け
ん

ち
く

　
ペ
ン
習
字
を
習
う
皆
さ
ん
が
、

長
船
町
公
民
館
で
、
熱
心
に
練

習
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
現
在

10
人
。
講
座
の
皆
さ
ん
は
、
自

宅
で
練
習
し
て
き
た
課
題
を
、

先
生
に
添
削
し
て
も
ら
い
ま
す
。

漢
字
は
大
き
め
、
か
な
は
小
さ
め
、

そ
し
て
全
体
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、

一
筆
一
筆
丁
寧
に
書
き
ま
す
。

　
中
字
や
極
細
が
あ
る
毛
筆
タ

イ
プ
の
筆
ペ
ン
と
、
デ
ス
ク
ペ

ン
（
つ
け
ペ
ン
）
が
あ
る
ペ
ン

習
字
。
日
本
ペ
ン
習
字
研
究
会

に
所
属
し
、
毎
月
の
課
題
を
段

級
位
に
合
わ
せ
練
習
し
ま
す
。

　
文
字
を
書
く
こ
と
が
好
き
で
、

き
れ
い
な
字
に
憧
れ
て
始
め
た

生
徒
さ
ん
の
一
人
は
、
６
年
間

で
師
範
を
取
得
。
今
ま
で
の
ク

セ
字
も
直
り
、「
字
が
き
れ
い
ね
」

と
人
か
ら
ほ
め
て
も
ら
う
こ
と

も
た
び
た
び
あ
る
と
、
皆
さ
ん
、

楽
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　「
生
活
に
密
着
し
た
ペ
ン
習
字

を
、
も
っ
と
普
及
さ
せ
た
い
」

と
話
す
赤
木
裕
世
先
生
（
長
船

町
服
部
）。
気
が
合
い
、
仲
の
良

い
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、

あ
な
た
も
ペ
ン
習
字
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
？

★
活
動
日
時
　
第
１
・
３
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
１
〜
３
時

★
活
動
場
所
　
長
船
町
公
民
館

★
会
費
　
月
２
千
円（
教
材
費
別
）

★
代
表
　
山
田
宜
子
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
６
６
―
７
７
５
９

（
注
）


